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ン
プ
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
然
の
重

力
だ
け
で
、
仙
台
市
の
汚
水
は
流
れ
、
処
理
さ
れ
て
い

た
の
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
市
全
域
で
電
気
が
止
ま
っ

た
あ
の
災
害
直
後
も
、
家
庭
汚
水
は
南
蒲
生
下
水
処
理

場
ま
で
到
達
し
た
。
家
庭
や
ビ
ル
か
ら
の
汚
水
は
、
仙

台
市
内
で
滞
留
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

汚
水
は
南
蒲
生
下
水
処
理
場
ま
で
到
達
し
た
の
で
、

処
理
場
の
最
初
の
貯
水
池
で
暫
定
的
に
塩
素
殺
菌
し
た

後
、
海
に
流
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

仙
台
で
は
、
自
然
の
重
力
だ
け
で
汚
水
排
水
と
処
理

が
出
来
た
。
こ
れ
が
震
災
直
後
の
仙
台
市
民
の
生
活
を

救
っ
た
の
だ
。

　

実
は
、
こ
れ
は
歴
史
の
遺
産
で
あ
っ
た
。

　

一
六
〇
一（
慶
長
六
）年
、
戦
国
大
名
の
伊
達
政
宗
は

仙
台
を
選
び
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
城
下
町
を
建
設
し

た
。
そ
れ
以
降
、
仙
台
は
東
北
地
方
の
中
心
都
市
と
し

て
栄
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
の
伊
達
政
宗
が
選
ん
だ
仙
台
の
地
形
は
、
都
市
計

画
上
見
事
な
条
件
を
備
え
て
い
た
。
仙
台
市
街
は
、
海

岸
沿
い
の
仙
台
平
野
か
ら
緩
や
か
に
上
る
坂
の
上
に
あ

っ
た
。

　

仙
台
の
街
に
入
る
と
、
つ
い
背
後
の
美
し
い
青
葉
山

に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
仙
台
の
街
そ
の

伊
達
政
宗
が
支
え
た

　

本
シ
ス
テ
ム
は
ド
イ
ツ
で
は
実
績
が
あ
る
が
、
日
本

で
は
初
め
て
の
実
証
実
験
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
実
証

実
験
の
過
程
で
も
、
ど
ん
ど
ん
技
術
が
進
化
し
て
い
る

の
が
分
か
っ
た
。
説
明
資
料
と
実
際
の
現
場
で
は
、
す

で
に
細
部
は
変
化
し
て
い
た
。
こ
の
実
証
実
験
の
下
水

道
の
熱
は
、
実
際
に
近
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
使

用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
確

実
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

下
流
に
流
れ
去
っ
て
し
ま
う
下
水
道
汚
水
が
、地
域

に
温
水
を
供
給
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
を
創
出
す
る

こ
と
が
、
ポ
ス
ト
近
代
の
イ
ン
フ
ラ
だ
と
確
信
し
た
。

　

こ
の
現
場
の
後
、
三
・一
一
震
災
で
大
被
害
を
受
け

仙
台
の
歴
史
遺
産

も
の
は
、
微
小
台
地
の
上
に
あ
る
の
だ
。

　

低
平
地
の
沖
積
平
野
で
は
な
い
か
ら
、
仙
台
の
街
の

中
心
を
流
れ
る
広
瀬
川
に
は
堤
防
が
な
い
。
河
川
分
野

の
専
門
用
語
で
い
う
と
、
堀
り
込
み
河
川
な
の
だ
。

　

堀
り
込
み
河
川
に
は
堤
防
が
な
い
。
堤
防
が
な
い
か

ら
、
堤
防
の
破
堤
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、
ど
ん
な
豪

雨
が
襲
っ
て
も
、
雨
水
は
地
形
に
沿
っ
て
海
に
流
れ
下

っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
仙
台
市
街
に
は
洪
水
は
な
い
。

　

広
瀬
川
に
は
堤
防
が
な
い
の
で
、
仙
台
市
民
は
一
年

中
、
そ
し
て
朝
夕
、
広
瀬
川
を
の
ぞ
き
込
ん
で
流
れ
の

変
化
を
楽
し
ん
い
る
。
全
国
の
政
令
指
定
都
市
で
、
市

街
地
の
一
級
河
川
に
堤
防
が
な
い
の
は
仙
台
だ
け
だ
。

　

伊
達
政
宗
は
地
形
を
上
手
に
利
用
し
て
、
洪
水
に
対

し
て
安
全
な
街
、
汚
水
を
自
然
に
排
水
で
き
る
快
適
な

街
を
造
っ
た
。
そ
の
四
〇
〇
年
前
の
歴
史
遺
産
が
、
二 

十
一
世
紀
の
大
災
害
時
に
仙
台
市
民
を
支
え
た
の
だ
。

　

私
の
人
生
の
大
半
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
っ
た
。
時

期
は
、
戦
後
の
急
成
長
の
時
代
に
当
た
っ
て
い
た
。
当

時
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
常
に
人
口
急
増
と
、
激
し
い

都
市
化
と
、
経
済
が
膨
張
す
る
圧
力
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　

住
宅
が
足
り
な
い
、
水
資
源
が
足
り
な
い
、
下
水
道

が
足
り
な
い
、
洪
水
が
頻
発
す
る
、
交
通
渋
滞
が
激
し

い
、
な
ど
全
て
社
会
が
膨
張
す
る
圧
力
に
よ
る
も
の
で

ポ
ス
ト
近
代
の
イ
ン
フ
ラ

た
南み

な
み

蒲が

も

う生
下
水
処
理
場
の
復
旧
工
事
現
場
に
向
か
っ
た
。

　

南
蒲
生
下
水
処
理
場
は
、
名
取
海
岸
に
沿
っ
た
貞
山

堀
の
直
近
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
施

設
は
津
波
を
直
接
受
け
て
し
ま
い
、
新
し
い
下
水
処
理

場
の
工
事
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
南
蒲
生
下
水
処
理
場

の
所
長
か
ら
、
震
災
当
時
の
厳
し
い
状
況
の
説
明
を
受

け
た
。

　

そ
の
中
で
、
心
に
残
っ
た
の
が
「
重
力
」
で
あ
っ
た
。

　

南
蒲
生
下
水
処
理
場
は
、
仙
台
市
民
の
七
〇
％
の
下

水
処
理
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
三
・
一
一
の
大
津
波
で

そ
の
処
理
場
は
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
仙
台
市
の
下
水
道
の
汚
水
排
水
シ
ス
テ

ム
は
、
震
災
直
後
か
ら
機
能
し
て
い
た
の
だ
。

　

こ
の
仙
台
市
の
下
水
道
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一
切
、
ポ

あ
っ
た
。

　

こ
の
急
激
に
膨
張
す
る
社
会
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

「
効
率
」
が
最
大
の
合
言
葉
と
な
っ
た
。
効
率
と
は
単
位

時
間
の
生
産
性
を
上
げ
、
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
性

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

水
資
源
開
発
や
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
で
効
率
を
上
げ

る
と
は
、
ポ
ン
プ
を
大
量
に
使
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ポ
ン
プ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。
ポ
ン
プ
に
頼

る
水
イ
ン
フ
ラ
は
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
送
り
、

大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

社
会
の
膨
張
す
る
圧
力
に
追
わ
れ
た
近
代
の
水
イ
ン

フ
ラ
は
、
持
続
可
能
で
な
い
社
会
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ポ
ス
ト
近
代
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
イ
ン
フ
ラ
は
、
重
力

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
に
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

江
戸
時
代
、
玉
川
上
水
は
、
多
摩
川
か
ら
江
戸
へ
四 

三
㌔
㍍
も
重
力
で
水
を
送
っ
た
。
明
治
時
代
、
ヘ
ン
リ

ー
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
パ
ー
マ
ー
は
、
相
模
川
か
ら
横
浜

へ
四
八
㌔
㍍
も
重
力
で
水
を
送
っ
た
。

　

そ
し
て
、
伊
達
政
宗
は
水
の
重
力
を
利
用
し
て
、
洪

水
に
安
全
で
、
快
適
な
仙
台
の
街
を
創
出
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
ポ
ス
ト
近
代
の
指
針
と
な
っ
て
行
く
。

　

ポ
ス
ト
近
代
の
持
続
可
能
な
社
会
の
再
構
築
に
向
け
、

イ
ン
フ
ラ
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
山
積
み

し
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
の
暮
れ
、
寒
い
東
北
の
仙
台
を
訪
れ
た
。

　

仙
台
で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
で
被
害
を
受
け
た
下
水
道
施
設
の
復
旧
の
真
最
中

で
あ
っ
た
。
そ
の
復
旧
事
業
の
中
で
、
仙
台
市
と
積
水

化
学
が
協
力
し
て
実
験
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の

下
水
管
の
汚
水
の
熱
を
利
用
し
た
熱
供
給
事
業
を
見
学

し
な
い
か
、
と
い
う
誘
い
が
あ
っ
た
。

　

下
水
道
管
の
中
を
流
れ
る
下
水
汚
水
は
熱
を
持
っ
て

い
る
。
外
気
温
が
低
い
寒
冷
地
ほ
ど
、
下
水
汚
水
の
温

度
は
相
対
的
に
高
く
な
る
。
そ
の
温
度
差
を
利
用
し
て
、

温
水
を
地
域
の
住
宅
、
商
店
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
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